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背景・目的 

平成 24 年死亡の場所別にみた年次別死亡割合(厚生労働省人口動態統計)では、病院

(76.3％)、在宅(12.8％)、特別養護老人ホーム(以下特養、4.6％)、介護老人保健施設(1.7％)

と高齢者施設の割合は少ない。今後加速する高齢者の終末期に関して、高齢者施設の中でも

終の棲家と位置づけられている特養の看取り介護の遂行は大切である。特養の看取り介護

に関して、介護保健法の介護報酬改定にて創設された看取り介護加算制度は、金銭的なイン

センティブとアドバンス・ケア・プランニングを含む看取り介護の質の向上に重要な役割を

果たす(Ikegami and Ikezaki, 2013)。今回の研究は、この看取り介護加算制度が特養の看

取り介護の促進に寄与するかを検証する。 

 

方法 

 研究デザインは後ろ向き縦断研究で質問票を用いて 2004 年～2014 年の 11 年間にわたっ

て検討した。対象は神奈川県内の特養 378施設とした。統計モデルは線形混合モデルを用い

た。アウトカムは施設内死亡退所者数とした。効果因子は、設立年、ユニットケア、地域の

高齢化率、地域の病床数、隣接する関連施設、常勤医、医師の時間外対応、終末期ケア基本

方針、看取り介護加算制度、看取りケアカンファレンス、看護職員、介護職員の看取り経験

とした。 

 

結果 

237施設より質問票の返送があり、回答率は 62.7％であった。線形混合モデルを用いた統

計解析の結果では、看取り介護加算制度の利用(coefficient 3.1, 95 %信頼区間 0.7-5.5, 

p=0.012)および利用年数(p<0.001)は有意に関連を認めた。さらに、隣接する関連病院



(coefficient 3.2, 95%信頼区間 0.2-6.3, p=0.042)、看取りケアカンファレンス

(coefficient 2.0, 95%信頼区間 1.0-3.0, p<0.001)、医師の時間外対応(coefficient 5.4, 

95%信頼区間 2.8-8.1, p<0.001)も有意に関連を認めた。 

 

考察 

今回の研究では、看取り介護加算制度が特養の看取り介護の促進に関連していたことが

明らかになった。これらの結果により、日本だけでなく高齢化の進行する他国においても、

金銭的なインセンティブを伴う看取り介護加算制度という政策が日本の特養に該当する他

国のナーシングホームでも貢献する可能性が示唆された。 
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